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会場の模様(右)

り
熱弁をふるう鈴木さん

ち文化
鈴
木
健
ニ
氏
を
描
い
て

三
月
七
日
、
町
体
育
館
大
ホ

1
ル
で
生

涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
生
活
文
化
の

向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
長
浜
町
文
化
講

演
会
が
聞
か
れ
、
約
七
百
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
は
、
講
師
に
熊
本
県
立

劇
場
館
長
・
評
論
家
(
元

N
H
K
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
)
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
鈴
木

健
一
一
さ
ん
を
招
き
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
「
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
、
人

ミ
つ
く
り
」
と
題
し
て
、
熊
本
県
で
独
自
で

行
っ
て
い
る
地
域
づ
く
り
の
話
や
戦
後
か

ら
現
在
ま
で
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
鈴
木
さ
ん

の
ユ
ニ
ー
ク
な
ト
l
ク
に
爆
笑
、
ま
た
、

感
動
し
て
涙
す
る
場
面
な
ど
「
文
化
の
薫

る
ま
ち
ゃ
つ
く
り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
講
演
会

に
な
り
ま
し
た
。
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櫛生小屋体完成@消防出初め式一一一

~報告生小学校~

昨
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
建
設
を
進
め
て

き
ま
し
た
櫛
生
小
学
校
屋
内
運
動
場
が
、
二

月
二
十
八
日
、
総
事
業
費
二
億
五
百
七
十
万

六
千
円
を
か
け
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
屋
内
運
動
場
は
、
今
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
体
育
館
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
に
改

築
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
概
要
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
、
面
積
は
、
旧
体
育

館
の
約
二
倍
、
六
百
四
十
平
方
灯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

消
防
功
績
省
に
表
彰

今年2月に完成した櫛生小屋内運動場

三
月
十
半
日
、
長
浜
中
学
校
体
育
館

で
平
成
四
年
長
浜
町
消
防
出
初
め
式
が

行
わ
れ
、
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た

次
の
方
々
が
、
同
式
の
席
上
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

{
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
一
マ
功
績
章
・

菊
地
正
利
(
穂
積
)
マ
勤
続
章
・
上
田

喜
義
(
長
浜
)
田
中
利
徳
(
櫛
生
)
菊

地
正
利
(
穂
積
)
小
川
政
雄
(
下
須
戒
)

一
愛
媛
県
知
事
表
彰
}
マ
功
労
章
・
惣

谷
夫
一
一
郎
(
戒
川
)
中
野
修
身
(
戒
川
)

一
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
マ
功
績

章
・
小
川
政
雄
(
下
須
戒
)
マ
消
防
団

員
家
族
内
助
の
功
労
者
・
西
岡
房
子

(
今
坊
)
マ
勤
続
草
(
十
五
年
以
上
二

十
年
未
満
)
・
岡
田
和
生
(
下
須
戒
)

寓
代
昇
(
沖
浦
)
岡
田
好
光
(
黒
田
)

飯
野
紘
一
(
長
浜
)
松
浦
正
夫
(
今
坊
)

流
込
茂
(
働
生
)
井
上
誠
、
植
村
賢
治
、

山
口
正
隆
(
以
上
出
海
)
川
元
久
(
上

老
松
)
山
本
久
雄
(
戒
川
)
山
中
高
光

(
柴
)
マ
夫
婦
消
防
団
員
表
彰
(
夫
婦

共
十
年
以
上
)
立
脇
宇
之
助
・
芳
、
播

磨
明
・
美
和
子
、
岡
理
三
郎
・
豊
(
以

上
青
島
)

一
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
一

マ
勤
続
章
・
清
水
正
輝
(
戒
川
)
マ
規

律
章
・
河
内
伸
晴
、
谷
井
次
治
、
高
橋

達
志
(
以
上
櫛
生
)
藤
本
修
二
、
竹
内

瓦
月
(
以
上
長
浜
)
後
藤
直
樹
(
今
坊
)

松
本
書
憲
、
桝
田
満
年
(
以
上
須
沢
)

須
藤
靖
夫
(
出
海
)
酒
井
秀
治
、
松
岡

幹
雄
(
白
滝
)
阿
木
和
幸
、
宮
本
梅
夫
、

久
保
均
(
以
上
戒
川
)

{
長
浜
町
長
表
彰
一
マ
精
勤
章
・
西
上

比
日
志
(
白
滝
)
中
川
伴
造
、
石
井
孔

二
一
、
紙
同
清
成
、
中
川
公
子
(
以
上
青

島
)
西
山
修
一
、
日
野
勝
一
、
二
宮
秀

暢
(
以
上
戒
川
)

一
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
}
マ
精
勤
章
・

永
田
稔
(
長
浜
)
ほ
か
六
十
一
一
人

平
成
一
一
一
年
申
@
火
災

町
内
で
十
三
件

大
半
が
子
供
の
火
遊
び

平
成
三
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た
火

災
は
、
十
三
件
と
昨
年
に
比
べ
一
一
件
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
建
物
火
災
が

十
件
と
大
半
を
占
め
、
原
因
と
し
て
は
、

子
供
の
火
遊
ぴ
に
よ
る
も
の
が
、
一
三
件

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
て
ん
ぷ
ら
油
、
風
呂
の
空
だ
き
な

ど
が
原
悶
で
発
生
し
、
焼
損
被
害
額
は

七
百
八
十
六
万
一
一
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す。

出火原因(件数)

6件

日川
rr

，
 

不

アンカの誤使用・

~kí存
たばこの投げ捨て::~

てんぷ

火
災
を
防
ぐ
の
は
、
ひ
と
り
一
人
の

「
火
の
用
心
」
の
心
構
え
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
で
大
火
事
を
招
か
な
い

よ
う
、
日
頃
か
ら
家
族
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
で
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
ど
り
に
努
め
ま
し
ょ

、っ。
己
れ
だ
け
怯
守
ろ
う

火
の
用
心
の
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト

①
一
段
た
ば
こ
や
だ
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い

②
子
ど
も
は
、
マ
ソ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い

③
風
の
つ
よ
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
し
④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

カ
な
い

⑤
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
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今
回
は
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基

礎
年
金
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
凶
民
年
余
加
入

者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
人
が
、
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。支
給
を
受
け

ら
れ
る
要
件

-遺族基礎年金

障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
三
つ
の
要

件
が
揃
え
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
初
診
日
に
お
い
て
、
凶
民
年
金
加
入

者
ま
た
は
加
入
者
だ
っ
た
(
六
十
歳
以

上
六
十
瓦
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所

が
あ
る
)
人
が
、
病
気
・
け
が
等
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
。

②
初
診
日
か
ら
一
年
六
か
月
を
経
過
し

た
日
の
障
害
の
程
度
が
政
令
で
定
め
る

一一一一ー障害

一
級
ま
た
は
一
一
級
に
該
当
す
る
と
き
。

③
国
民
年
金
加
入
者
期
間
の
う
ち
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間

を
合
算
し
て
三
分
の
一
一
以
上
あ
る
と
き

(
た
だ
し
、
初
診
日
が
平
成
八
年
同
月

一
目
前
の
と
き
は
、
直
近
の
一
年
間
に

保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
す
。
)

な
お
、
二
ト
歳
に
な
る
前
に
障
害
と

な
っ
た
人
は
、
一
一
十
歳
か
ら
支
給
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

年

金

額

一
級
障
害
:
九

十
万
六
千
六
百
円

三
級
障
害
・
:
七

十
二
万
五
千
三
百

円
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
人

に
、
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
る
十
八

歳
(
障
害
者
は
一
一

十
歳
)
未
満
の
子

が
あ
る
と
き
は
、

次
の
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

額

1 0 0円

700円

算

2 0 9， 

6 9， 

加加算の対象の子

1人・ 2人(1人につき)

3人以降(1人につき)

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
凶
民
年
金
加
入

者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
聞

を
満
た
し
た
人
な
ど
が
死
亡
し
た
と
き

に
、
そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

支
給
を
受
け

ら
れ
る
要
件

次
の
①
l
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
人
の

子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
が
受
け
ら
れ
ま

す。①
同
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
。

②
同
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
で
、

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
が
あ
る

人。④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
①
と
②
の
場
合
、
国
民
年

金
に
加
入
し
た
期
間
の
う
ち
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
を
合
わ
せ
て
三
分
の
二
以
上
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

年

金

額

子
の
あ
る
妻
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基

礎
年
金
の
額
は
、
基
本
額
の
七
十
一
一
万

五
千
三
一
百
円
に
子
の
加
算
額
を
加
算
し

た
額
で
す
。

百以円十目き人円万額額基さ れ百六一つ人千は人 の
円降、万のは以に瓦のは礎れ子ま円万人ぃ日百二日人加な
をの三九子、上子千七、年るにす支九にず以円|の目算お
加て人千にこのが三十基金遺支 c給千つふ降。万 fと額、
算ド目百二人と二百 A 本の族 F さ七き、に三九に二同子，土 ー 口

元了 子のみの場合に受ける年金額 子のある妻の受ける年金額
額 fE
?うま :二
哀五
亦口 ーよー

さ35
4し}L
ま干
中 T， 0 -{二

子の数 年 金 額

1人のとき 934， 400円

2人のとき 1， 143， 500円

3人のとき 1， 2 1 3， 200円

子の数 年 エ介b、三 額

I人のとき 725， 300円

2人のとき 934， 400円

3人のとき 1， 004， 100円

こ
の
他
第
一
号
被
保
険
者
に
は
、

独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す

付

加

年

金

定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
四
百
円
の

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
納
め
た
月

数
×
二
百
円
の
金
額
が
老
齢
基
礎
年
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

-
寡
婦
年
金

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た

し
た
夫
が
、
年
金
を
受
け
な
い
で
死
亡

し
た
場
合
に
、
婚
姻
関
係
が
十
年
以
上

あ
っ
た
妻
が
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳

に
な
る
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
夫
が
受
給
で
き
た
老
齢

基
礎
年
金
の
四
分
の
三
の
額
で
す
。

死

亡

時

金

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
の
い

ず
れ
も
受
け
な
い
で
死
亡
し
、
そ
の
遺

族
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

保険料納付済期間 立ノ¥乙 額

3年以上25年未満 100，000円

25年以上30年未満 126，500円

30年以上35年未満 160，000円

35年以上 200，000円

年

金

と

税

金
※付加保険料納付済期間3年以上のときに
は 8，500円が加算されます。

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人
は
、
全

額
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。年
金
を
受
給
し
て
し
い
る
人

老
齢
基
礎
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控

除
に
な
り
、
全
額
が
税
金
の
対
象
に
な

ら
な
い
の
で
無
税
で
す
。
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年金・人権作文一一一一一

学
生
の
皆
さ
ん
就
職
し
た
ら

国
民
年
金
の
種
開
変
更
届
を

平
成
三
年
同
月
か
ら
学
生
の
皆
さ
ん

も
二
十
歳
に
な
れ
ば
全
員
同
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
第
一
号
被
保
険

者
と
し
て
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
卒

業
後
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
道
を

選
び
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

さ
れ
る
方
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
と
な
り
加
入
種
別
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
役
場
の
凶
民
年
金
係
に
「
種

別
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
期
間
中
に
同
民
年
金
保

険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の
あ
る
方

は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
、
保
険

料
納
付
済
期
間
に
比
べ
て
一
二
分
の
一
の

額
に
な
り
、
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
免
除

を
受
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
後
生
活
に

余
絡
が
で
き
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
ト

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
、
一

部
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
同
氏
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
権
者
が
死
亡
し
た

と
き
は
速
や
か
に
窟
出
を

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
受
給

権
者
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
遺
族
の
方

は
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
死
亡
し
た
月
ま
で
は
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
届
け
出
が
遅
れ
る
と
引

き
続
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
後
で

遺
族
の
方
か
ら
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

届
け
出
先
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
国
民
年
金
の
受
給
権
者
は
、
役
場
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
c

②
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
受
給

権
者
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

年
金
を
二
つ
以
上
受
け
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届
け
出
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
加
給
年
金
額
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
も
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
凶
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
時
期
、

提
出
先
、
記
入
内
容
に

ご
注
意
を
!

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
引
き
続

き
年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
年
一
回
現

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
も
し
提
出
を
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
時
期
i
誕
生
月
の
末
日
ま
で
。

た
だ
し
、
二
十
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害

基
礎
年
金
、
旧
障
害
福
祉
年
金
、
旧
母

子
福
祉
年
金
、
旧
準
母
子
福
祉
年
金
の

方
は
七
月
末
日
ま
で
。

提
出
先
・
:
社
会
保
険
庁
か
ら
、
誕
生

月
の
前
月
末
に
用
紙
が
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
町
長
の
証
明
を
受
け
、
切
手
を
貼

付
し
て
社
会
保
険
庁
へ
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
次
に
該
当
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
各
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
用

紙
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
、
役
場
の
同
民
年
金
担
当
窓

口
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
診
断
書
が
必

要
な
人
。
二
十
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害

基
礎
年
金
及
び
旧
障
害
福
祉
年
金
の
受

給
者
。

②
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
、
旧
母
子
福

祉
年
金
、
旧
準
母
子
福
祉
福
祉
年
余
の

受
給
者
。

③
国
民
年
金
障
害
年
金
の
う
ち
、
診
断

書
が
必
要
な
人
。

記
入
方
法
・
:
妻
の
加
給
金
額
、
子
供

の
加
算
額
を
受
け
て
い
る
人
は
、
「
加

給
年
合
一
対
象
者
」
の
欄
に
加
給
ま
た
は

加
算
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者
や

子
供
の
氏
名
を
記
入
し
て
、
町
長
の
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
他
の
年
余
を
受
け
て
い
る

と
き
は
、
「
年
金
の
制
度
名
と
年
金
証

書
の
記
号
番
号
」
の
欄
に
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

まのんらしはあきにしな さたんしんまなてんくますーうたあなおくたきいい
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身
体
障
害
者
手
帳
。
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
へ

平
成
四
年
二
一
月
一
日
か
ら
、
身
体
障

一
行
者
手
帳
ま
た
は
療
育
子
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
が
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
中

す
る
場
合
、
運
賃
が
一
割
引
で
机
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

内
六
介
は
次
の
と
お
り
で
す
c

一
割
引
を
受
け
る
人
}
身
体
障
害
訴
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
い
父
付
を
受
け
て

い
る
す
ぺ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
c一

利
用
方
法
一
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

際
、
身
体
障
吉
台
子
帳
ま
た
は
療
育
子

帳
を
抗
ょ
の
う
え
「
障
答
者
タ
ク
ン

I

運
賃
割
引
き
中
込
書
一
に
所
定
の
事
以

戦没者の遺族のみなさんヘ
請求開捜が迫っています

戦
没
者
の
遺
族
の
方

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
っ
特
別
弔
慰

会
は
、
国
が
改
め
て
戦

没
者
の
遺
族
に
対
し
て
、

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
一
支
給
条
件
}
満
州
事

変
(
昭
和
六
年
九
月
十

八
日
)
以
後
の
戦
没
朽

の
遺
放
の
う
ち
、
昭
和

六
十
年
四
月
一
円
か
ム

平
成
元
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
聞
に
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
く

な
つ
を
記
入
し
て
、
乗
務
員
に
見
出
し

て
く
だ
ミ
い
。

手
帳
の
提
示
の
み
℃
割
引
申
込
古
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
割
引
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
ど
さ
い
の

な
お
割
引
申
込
書
は
、
県
地
方
財
保

護
謀
、
役
場
住
民
謀
、
各
タ
ク
シ
ー
会

社
、
愛
日
以
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

JJJl
協

会
に
備
え
て
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
ハ
イ
ヤ
ー
-
タ

ク
シ
ー
協
会

(
E
C
八
九
九
l
四
一
|

七
阿
八
二
ま
た
は
、
最
寄
り
の
タ
ク

シ
ー
会
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

3

lv 

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
請
求
期
限
}
平
成
四
年
六
月
一
一
十
七

日
な
お
、
計
し
く
は
、
愛
媛
県
県
民
相

村
部
高
齢
者
福
祉
課
へ

E
C
八
九
九

凹
一
一
一
一
一
)
ま
た
は
役
場
住
民

間
ぎ
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
い

一
半
成
同
年
一
氏
の
役
場
の
支
払
い
(
預

ん

-
u座
振
込
)
円
は
、
次
の
通
り
で
す
。

請
求
書
は
、
納
品
書
と
同
時
に
提
山
山

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
に
辻
、
課
、
一
所
名
ま

た
は
係
名
を
書
き
、
必
ず
押
印
を
お
願

い
し
ま
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん

手
繍
き
は

お
済
み
で
す
か
?

労
働
保
険
料

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保
険
料

ヘ
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)
の
申
告
・

納
付
は
お
悩
み
で
す
か
。
平
成
四
年
反

の
更
新
手
続
き
は
、
五
月
十
五
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
、

必
ず
手
続
き
し
た
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
合
・
納
付
に
の
お
問
い
合

た

場

合

で

寸

。

わ

せ

は

、

愛

媛

県

反

則

保

険

課

(

宮

O

一
支
給
対
象
者
一
主
と
し
て
次
に
記
載
八
九
九

l
四
一

1
一
二
一
ム
)
ま
た
立

さ
れ
た
遺
放
の
う
ち
、
次
の
順
序
に
従
っ
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

て
最
も
順
位
が
先
の
方
の
一
人
に
限
り
川
f
l
i〈
〈
〈
〈
(
〈
〈
(
j〉
〉
}
{
く
j

j〈
〈

ま

す

。

一

鯉

の

、

ぼ

り

に

よ

る

…

町

で

は

、

不

…

燃

物

の

処

理

施

設

が

老

①
平
成
元
年
同
月
一
日
ま
で
に
出
弔
慰
…
感
電
事
故
を
防
ご
う
…
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
焼
却
場
を
取
り

金

を

受

け

た

方

②

戦

没

者

の

「

③

一

一

壊

し

た

跡

地

仁

、

平

成

三

年

度

と

同

年

戦

没

者

と

生

計

を

共

に

し

て

い

た

父

母

、

〈

四

国

電

力

一

度

の

二

か

年

計

画

で

新

し

く

不

燃

物

処

品
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
(
一
平
成
元
年
が
、
電
線
に
さ
わ
っ
た
り
、
一
理
資
源
化
施
設
を
建
誌
す
る
よ
う
、
各

凹
月
一
日
に
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は
て
感
電
事
故
を
お
こ
す
こ
勺
種
会
合
等
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

除

か

れ

ま

す

)

川

②

以

外

の

父

は

、

す

。

}

一

し

か

し

、

計

画

し

て

い

た

場

所

は

、

田中

ιη
ま
り
八

孫

、

祖

父

母

、

兄

弟

姉

妹

⑤

そ

の

他

ン

¥

l

j

u

L

一
火
葬
場
の
玄
閣
前
と
な
り
、
将
来
火
葬

の
三
親
等
内
の
親
族
(
比
没
者

t
亡

ま

り

サ

「

を

た

て

る

場

…

易

周

辺

の

整

備

を

行

う

上

か

ら

、

ま

た

、

で

引

き

続

い

て

一

今

以

上

生

計

主

に

了

一

九

日

は

電

線

子

処

理

施

設

と

の

E好
ま
し
い

z
J
h
園

F

A

、
コ
ト
t
l
J
仕
比
八

し

て

い

た

方

に

限

り

ま

す

)

イ

ハ

乞

?

ぅ

竺

も

の

で

は

な

い

と

の

考

え

方

か

ら

、

建

一
斗
翼
民
対
れ
た
と
こ
ろ
明

た

だ

し

、

今

ま

で

に

特

別

弔

慰

金

を

℃

各

サ

、

:

i

j

M

品
目
地
な
ど
に
つ
い
て
計
画
を
見
直
す
-
一

ド
ト
域
交
で
た
て
ま
し
ょ
~

詰
米
包
れ
た
方
及
び
同
順
伶
の
遺
族
と
川
比
伸
山
川
{
J
L
J
E
ー
ん
と
と
し
ま
し
た
。

:

つ

〈

》

し

て

請

求

に

同

意

さ

れ

た

方

は

、

受

け

〈

/¥jif;ー
し

こ

の

た

め

、

新

施

設

の

ま

が

遅

れ

不
燃
物
処
理
施
設

建
設
計
画
を
見
直
し

る
こ
と
し
ι
な
り
ま
す
が
、
こ
の
問
、
不

燃
物
処
理
に
主
悼
の
起
き
な
い
よ
う
対

処
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
ぐ

2 fi日1 2日3 環境保全に役立つ商品を
推奨するエコマーク
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楽
し
〈
健
康
な
汗
を
!

j
白
滝
で
歩
け
走
れ
大
会
j

三
月
一
日
、
白
滝
で
第
六
回
町
内
歩

け
走
れ
大
会
が
行
わ
れ
、
百
五
十
一
主
人

が
参
加
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
、
「
家
族
と
仲
間

と
み
ん
な
で
、
楽
し
く
健
康
の
汗
を
流

そ
う
」
を
合
言
葉
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

み
な
が
ら
健
康
な
汗
を
流
し
た
。

3月 1日、大和小

学校で第18回太陽の ゴ土

広場が行われ、約700 ~ 

人が参加した。 ム ゴ
会場には、オ←プ十品

ニングセレモニーの J¥ ソ

後、マラソン十ム里でノ¥三三芝、 --L. 

また、同地区援助に ibふ
よる無料バザーや展埋れ

じえ -J.-

示コーナーなど手づヨ二d/)

くりのものばかりで、陽い

参加者は、楽しいひ 22を
とときを過ごした。 場

おいしい手づくりうどんを食べる児童たち

交通}I，..ーんを守って事故防止

~交通安全教室~

リ

βdご6フ

2月27日、町体育館大ホールで高齢者

にやさしい交通安全教主が聞かれ、約80

人が参加した。

この教室は、高齢者を対象に聞かれた

もので、参加者は、交通ルールや事故防

止対策の説明に、熱心同聞き入っていた。

スター卜の合図を待つ参加者たち

一年間の反省をもとに

~青年大学開講式~

3月18日、町体育館

会議案で青年大学問講

熱心に交通ルールマナーを聞く参加者たち

式が行われ、約20人が

参加した。

式では、学生間によ

る意見交換や今年 1年

院医直当

電話番号当直医院口月

の行った活動などの反

省をもとに、来年への

抱負などを詰り合った。

52-0209 

52-0202 

52-0275 

医院

医院

地

屋

菊

門

4/19 

4/26 

院石村病4/29 

11 国
長「ー

を直E

AFE 
卒園

活発に意見交換をする参加者たち

友
と
会
い
語
り
て
楽
し
む
ひ
と
と
き
の

偽
り
の
な
い
吾
の
思
い
を上

川

洋

子

大
輪
の
真
白
き
椿
の
花
開
く
洗
濯
干
す

手
も
ひ
と
と
き
止
ま
り
ぬ島

田

光

子

さ
じ
の
プ
リ
ン
も
咽
喉
に
い
か
ね
ど
祖

母
は
眼
差
し
遠
く
君
が
代
歌
う

松

田

益

子

白
色
…
の
踊
り
食
い
友
と
食
べ
し
タ
ベ
は

久
々
に
吾
も
弾
め
り

真
鍋
官
阿
美
子

ほ
こ
り
立
て
て
瓶
が
森
へ
の
道
の
り
は

車
も
ゆ
れ
て
心
も
ゆ
れ
ぬ頼
、
水
砂
代
子

救急患者の方のみ

午前10: OO~午後 5 : 00 

重量原則として往診は致しません。

院

地医院

水医院

医院

米川医

田

j青

同

菊5/10 

[診療1
1受付]

5/4 

5/3 

5/5 
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宝
編
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骨 J

車多

襲
東

武
利
さ
ん

ほ
か
八
人

公
民
館
活
動
推
進
大
会

三
月
七
日
、
中
央
公
民
館
で
第
二
十

五
回
長
浜
町
公
民
館
活
動
推
進
大
会
が

聞
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た。一
公
民
舘
優
良
役
職
員
表
彰
一
今
坊
公

民
館
:
東
武
利
、
津
田
光
雄
(
以
上
今

坊
)
マ
備
生
公
民
館
:
松
浦
藤
清
、
坂

田
明
彦
(
以
上
時
間
生
)
、
清
水
志
朗

(
須
沢
)
マ
白
滝
公
民
館
・
:
熊
野
強
、

久
保
義
章
(
以
上
白
滝
)
マ
大
和
公
民

館
:
小
泉
満
子
(
下
須
戒
)
マ
戒
川
公

民
館
:
・
山
本
久
雄
(
戒
川
)

;;J主議ーゼす
たかゆき

!大w貴之ち事ん(豊茂)
ましる辛見いてオL わし ま
すみののくほ会いく人しつ男
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名 干B~ 住 所 電話番号

愛1第県病手写虫防除所 北条市上難波字塩子甲311 0899-93-2020 
本 所 (農場試験場内) (代)

愛』第県病害虫防除所 西条市神拝甲150-1 0897-56-13∞ 
東予支所 (西条地方局内) (代)

愛frm開丙害虫防除所 宇和島市天神7香l号 0895-22-5211 

南予克事一I (宇和島地方局内) (代)

一一一一司表彰@一歳です@ふるさとめぐり

農
薬
安
全
啓
発

相
談
窓
口
を
設
置

愛
媛
県
農
林
水
産
部

愛
媛
県
で
は
、
農
薬
の
安
全
性
・
有

用
性
・
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
専
門

家
が
、
消
費
者
や
農
業
者
等
の
方
の
ご

相
談
に
広
く
応
え
る
た
め
、
相
談
窓
口

を
左
記
の
と
お
り
開
設
し
て
い
ま
す
。

一
設
置
日
一
毎
月
第
一
水
曜
日
(
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)
た

だ
し
、
当
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
次
週

7 
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N
H
K学
園
の

生
涯
学
習
通
信

講
座
で
学
習
を
F

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
春
期
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す。
今
回
は
、
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た

め
の
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
聞

上
、
二
十
七
歳
未
満

{
給
与
}
初
任
給
(
十

三
万
三
千
九
百
円
)
期
末
、
勤
勉
手

当
(
年
三
回
:
・
合
計
五
・
一
二
五
か
月

分
)
の
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤

務
条
件
等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
衣
食
住
}
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

碁
、
介
護
福
祉
な
ど
七
十
四
講
座
百
八

十
七
コ
l
ス
を
開
講
し
ま
す
。

な
お
、
案
内
書
(
無
料
)
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

(
O
一

二
O
l
O
六

l
八
八
八
ご
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

{
申
込
受
付
}
平
成
四
年
四
月
三
十
日

ま
で

詳
し
く
は
、

N
H
K
学
閏
(
東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
二
l
一
二
六

N
H

K
学
園
八

E
八

一

係

官

O
四
二
五

I

の
他
、
被
報
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
}
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
)
満
了
時
:
・

百
日
(
五
十
一
万
一
千
一
二
百
円
)
一
任

期
(
一
二
年
・
海
上
、
航
空
)
満
了
時
・
:

百
五
十
日
分
(
八
十
万
一
千
円
)
そ
の

後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、
二
百
日
分

七
十
五
日
分

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
官
辺

4
1
2
3
)
ま
で

七
二

I
一
一
二
五
二
ま
で

寄
付
課
納

O
出
海
の
田
中
春
志
さ
ん
・
:
図
書
一
二
百

八
十
一
二
冊
を
出
海
公
民
館
へ
。

O
大
阪
府
の
小
西
徳
長
さ
ん
:
・
締
太
鼓

(
二
台
)
を
出
海
公
民
館
へ
。

O
豊
茂
小
学
校
教
育
振
興
会
(
大
成
淳

会
長
)
i
印
刷
機
一
台
を
豊
茂
小
学

校
へ
。

O
豊
茂
小
学
校

P
T
A
(大
本
開
裕
会

長
)
・
:
テ
ィ
ン
パ
ニ

I
一
台
を
豊
茂

小
学
校
へ
。

O
豊
茂
の
佐
々
木
文
也
さ
ん
・
:
川
砂
及

び
白
砂
を
長
浜
中
学
校
(
庭
閤
整
備

資
材
と
し
て
)
へ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

沖

浦

西

本

幸

瓦

長

男

朔

太

櫛

生

大

本

典

治

二

男

崇

之

白

滝

入

舟

浩

資

長

男

勇

志

沖

浦

渡

壁

恵

介

長

女

白

衣

沖

浦

池

田

斉

三

男

祥

也

下

須

戒

城

ケ

瀧

智

樹

長

女

納

子

黒

田

大

谷

康

喜

長

女

光

季

戒

川

二

宮

茂

明

二

女

葵

曲
一
旦
茂
増
本
博
之
三
女
三
補
子

お
ぐ
や
み

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴

白

石

喜

代

丸

(

九

O
)

長

浜

池

田

徳

重

(

八

」

一

)

長

浜

神

田

熊

雄

(

七

八

)

白

滝

麿

瀬

透

(

八

二

)

下

須

戒

久

保

勘

治

(

八

六

)

豊

茂

松

本

虎

男

(

七

七

)

今

坊

中

伊

ア

サ

ノ

(

六

二

)

長

浜

加

藤

ヨ

シ

コ

(

八

人

)

須

沢

中

野

恵

子

(

同

一

二

)

陽春四月は般の季節であるが、

花の芽の元は実は雪に埋もれる

厳寒のうちに生まれている。そ

れが春になって一斉に花聞くの

で、人は寒中雌状の時期のこと

を忘れがちである。花開くとい

えば、四月は新社会人出発の時

期でもあるが、新社会人にして

も夫々の困難を克服してきた上

での出発であって花が厳寒を耐

え抜いて美しく開花する過程と

似ている。新社会人は四月の陽

気に浮かれることなく、着実に

大地を踏み締める心構えを忘れ

ではなるまい。反面、西欧から

の伝承に四月馬鹿というのがあっ

て、同月ー日だけは容を及ぼさ

ない嘘はついてもよいと青う。

この遊び心もi忘れてはなるましL

四月馬鹿はひところはやったけ

れども昨今は余りはやらないよ

うであるが、それは、或は人々

の心にゆとりが少なくなったか

らではないか。 ヲ単けたバブル帝壬

済に凹背八背して四月馬鹿どこ

ろではないのかも知れない。

「同月馬鹿ローマにありて遊ぴ

けり J山口青郁はこう詠んで家

に在りながらローマに遊ぶと自

らをも臨して楽しんでいる。厳

しい世i度りの中にもこういった

心のゆとりが是非欲しいとも思

つ。

一
一
編
集
後
記
藍

「
春
宵
一
刻
値
千
金
、
花
に
清
香
あ

り
、
月
に
陰
あ
り
・
:
」
と
う
た
っ
た
の

は
中
国
の
詩
人
蘇
較
で
し
た
。
こ
れ
は
、

「
寒
か
ら
ず
暑
か
ら
ず
、
一
年
の
う
ち

で
最
も
心
地
良
い
の
は
、
春
の
夜
。
」

と
言
う
意
味
だ
そ
う
で
す
が
・
:
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
セ
ン
パ
ツ
高
校

野
球
が
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
近
ず
っ
と
雨
続
き
で
、
本
当
に
う
っ

と
お
し
い
で
す
ね
。
高
校
球
児
の
よ
う

に
か
さ
わ
や
か
u

な
天
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
四
月
と
言
え
ば
、
入
学
・

就
職
・
転
勤
な
ど
慌
た
だ
し
い
時
期
で
、

特
に
交
通
機
関
に
よ
る
移
動
が
多
く
な

り
ま
す
。
ポ
カ
ポ
カ
天
気
で
気
も
ゆ
る

み
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、
く

れ
ぐ
れ
も
交
通
事
故
に
は
気
を
つ
け
て

く

だ

さ

い

。

(

い

)

数

人口をふやしましょう

2月末現在 前月との比較

11，168人 9人減

人 LJ (男 5，235人) (男 0人)
女5，933人 女 9人減

世帯数 3，721世帯 1世帯減

帯世口人


